
白神山地における地すべり地形内の微地形とブナの分布
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I はじめに

白神山地は，東アジアにおいてブナを主体とする広大な落葉広築様林が残存する伐表的地域で

ある。

との白神山地の代表的木本植物であるブナの立地には広域な緩斜面を必要とし(大森・島津，

1986) ，特に地すべり移動域内等に大径本ブナ林が大顕積で成立しているとされている(牧田ほ

か， 1990)。また牧司iまか(1990)は，ブナ林系の森林に共通する地形的な立地条件として，

程変の差はあるが剖剥であると論じている。

しかし，それらブナ生膏に遺すると言われている地彫と，実際のブナ分布についてミクロスケー

んでみた研究は少ない。そこで本研究では，特に地すベり移動域内におけるブナ立地状況につい

日し，自持山地に特徴的な地すぺり地形と，ブナ植生分布との対応関係について考えていき

たい。

立 研究対象地域の概観および研究方法

ブナ天然林(津軽森林管理署 2001)を有した地すべり地形であり かつアクセスが比較的容

易な岩本)11支流の大川上流域，ならびに天然林に近い二次林を有し 地すべり地形である

流域の鱗ヶ沢町のミニ白神を調査地域として選択した。

本研究では，ブナ林の立地を地すべり地形内の畿地形という担点からともえ，その対応関{系に

ついて考察するために，①空中写真1可読により調査地域周辺の増すべり埠形分類臨を作成した。

また，空中等真では読み取ることのできない情報を把握するために， た。

現地調査では，②調査地域におけるライントランゼクト法寧1を用いた埋木調変なら

の測定，③斜面測量器を用いた斜面距離・額斜の認定を行い，これらのヂ…タを基にして地形断

-植生分布関の作成を行なった。なお，ライントランゼクト調査は，地形の特徴が顕著に現

れている筒所に基線を設定し その需鶴各5mの範醤をとって行なった。この際 対象としたのは

胸高誼儲が3cm以上の植生で、ある。また 斜面器量はライントランゼクト調査で使用した調IJ線に沿っ

これを基に昨成した地形醗面図上に埋木調査のデータをまとめた。

斑 斜面測議ならびに哩木調査の結果

{日大111上涜域
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大川上流域では 2地点(Loc.1，Loc. 2) 

の誠査地域を設定し調査を行った。

Loc.1・Loc.2は，火山穣譲皮岩からなる

部中新型統の藤倉問題(青森県史編纂自熱部

会， 2001)の分布域に位置する。八木(1990)

は，藤倉川[1欝の分毒する大川最上読部左岸を

地すべり分和が少ない地域としている。

査地域は大}I[最上械部に属してはいるものの ... 

大)I [右岸に位置しており，地形分類関〈国 1，

園ら)で示したように地すべり地形がみられ

る。毘 1によると Loc.2調査地域iこはお I 

からB市，合計10の地すべり移動域がみられ

る。初生地すべり移動域BIの末講を二次的

に発生した地すべり地形の靖落書が切ってお

り， この関孫は関様に地すべり地形Bill---B

溜まで続いている〈ただし，同播号のものに

ついては同時期に発生した埠すべりである)。

i王朝時

区一

国1 大}I[上流域調査地域地形分類図
1‘ Loc .1 

Loc.1で;え現地調査で空中写真では読み取ることのできなかった微地形を薙認した。留2の

Loc.1調査範屈は大規模な地すべり地形の滑落震として示されているが，実際立は滑落窪の内部

が関析，細分されており，小規模な地すべりが数多く克ちれる。

縦断面〈図 2) にみられるブナの分布は，従来首われてきたように地すべり移動域(A1， A立〉

内に集中している。ここでは滑落窪 (AII-1)上にもブナがみられるが このブナ註滑落盤の中

でも露岩していない部分の地形上に分布していた。また， Loc.l縦断面をA-1，A-2の2地点で垂

iこ切った形の横掛国(図 3) を見ると，地すべり移動域(AII)が谷によって 3つのブロックに細

分されているのがわかる。これは，かつて1つの移動域でおったものが，谷状の地形によって細

分されたものである。これらの谷の中には，ブナはみられなかった。

2. Loc. 2 

Loc.2では地すべり移動域B甑に注目したい。 Billは， 3つの小規模な地すべ号移動域 (B蕗土

B車-2，Bill-3)に細分されている。この3つの地すべり小移動ブロックは，元は 1つの移動プ口ツ

クで為ったと考えられる。地すべり移動域Billの背後に 0次谷が存在していることから，おそら

く降雨や雪解けの水などが要冒となって地表流が発生し，谷が揺ちれたのであろう。 Loc.2横断

〈留討を見ると，谷状の地形によって地すべり移動域別Eが横断面b1-b1~では大きく 2 つ
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(Bill-2， B道一3)，b2-b2-では大きく 3つ (Bill-l，Bill-2， B班-3)に織分されている。

この地域は，地すべり地形の切り合い関係の複雑さやおによって移動域が細分された埼すべり

地形Billの存在から 活発な地形変化がみられる場所であるといえる。
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Loc.2におけるブナの分布は やはり従来の説通り地すべり移動域内 (BII，Bill-1， Bill-3)に

集中している。しかし，縦断面(図4)や横断面を見ると，地すべり移動域内であってもブナの

分布が見られない箇所が存在した (Bill-2)。移動域Bill-2には，ブナではなくトチノキが卓越し

ていた。また， Loc.1と同様に移動ブロックを開析する谷の中にはブナの分布が見られなかった。
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(2 )ミニ白神

ミニ白神の地質は 赤石層と流紋岩の貫入岩からなる(青森県 1988 ;青森県史編纂自然部会

2001)。赤石層は おもに泥岩や軽石凝灰岩からなる中新世後期の地層である。八木 (1990)
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ミニ白神調査地域地形分類図図6

(測線N60
0

W) 

植生凡例

O ブナ
a ミズナラ
むホオノキ

G トチノキ
. サワグルミ

0，、ゥテワカエデ
# ィタヤカエ千
金テツカエデ

口オオパヲロモジ

目オオカメノキ

図 ヒロハツリパナ

cl ~ßY1'11 
.L cl'" 

ζ一一一一一ーム

尾椴

Loc.3縦断面

(測線Nl0
0

W) 

50f 

f c 
却 i
20 f 

IOf 地すベり移動峨

10 20 30 40 50 60 70 例目 1ωm

図7

Loc.3縦断面
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と述べてい層位的に上位にある泥岩・頁岩層分布域」「特に，地すべりの分布が多い地域を}ま

る。赤石層の上層に分布している鮮新世の舞戸層・鳴沢層はおもに泥岩によって構成されている

ことから，本地域は地すべりの分布が多い地域といえるだろう。

この調査地の地すべり移動域はかなり細かを見ると，

nu 

Loc. 3) ミニ白神の地形分類図(図6，



く分断されているのが分かる。ここでは，滑落崖から分断された地すべり移動域のうち小丘状の

1ブロックにかけて側線を設定した。

この地点のブナ分布状況をみると 他の 2地点同様，地すべり移動域内，また尾根部にその分

布が集中していた(図7)。更に，滑落崖上・崖錐の一部にもその分布がみられた。また，地す

べり移動域内の一部にブナ分布の見られない箇所が存在した。

W 考察

大川上流部2地点 (Loc.l，Loc.2)，ミニ白神 1地点 (Loc.3)，合計3地点において調査を行った。

従来言われてきた通り ブナは 3地点とも地すべり移動域内にその分布が集中していた。しか

しLoc.2には，地すべり移動域であるにも関わらずブナ分布がみられるBIII-l・BIII -3とそうでな

いBIII -2があった。また 特にLoc.3において 滑落崖や崖錐上にブナの分布がみられた*2。この

ことは，ブナ分布に小地形スケールの地形条件以外の要素が関与しているということを意味して

いる。

これらについて，現地調査から次の2つの要因を考察した。

1つめは，土壌の水分条件である。 Loc.2において， 3つの地すべり小ブロック (BIII -1， B III -

2， B III -3) のうち， トチノキが卓越しブナの分布がみられないブロックが存在した (BIII -2)。

またLoc.3の地すべり移動域内で一部ブナ分布の見られない箇所があったが， ここにはLoc.2同様，

主にトチノキ，またサワグルミが卓越していた(図7)。 トチノキおよびサワグルミは湿地性植

物であるので， トチノキやサ

ワグルミの卓越している上記

2地点の土壌水分は他の地点

に比べて高いと考えられる。

更に， Loc.2， Loc.3のブナ分

布がみられない移動域部分は，

ともに断面図(図 7，8)では

ブナが分布する他のブロック

と比較して低まった所に位置

している。これら地形の低ま

j骨落崖:露岩状態
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ブナ分布に適する地すべり地形 ブナ生育に不適な地すベり地形

図8 地すべり地形内ブナ分布模式図

りには，地表流・地下水ともに集積しやすいと考えられる。例えば， Loc.2の移動ブロックBIII-2

は，現地調査時ブナの分布がみられるBIII-l・BIII-3と比べて非常に含水に富む土壌状態であっ

た。この水分の供給源は 地すべり移動域の背後にみられる滑落崖に存在した O次谷であると考

えられる。 Loc.2の調査日前日は降水がみられ 雨水がO次谷やLoc.2にみられる谷状の地形を経

由して，低い位置にある小移動ブ、ロックに集積したのであろう。同様にLoc.3の崖錐頂部に一部ブ
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ナがみられたのは，崖錐頂部が水はけのよい環機であるためと考えられる。なおLoc.3の移動ブロッ

クについて，ブナ分亮がみられない筒所は地すべり移動域の中でも崖錐と隣接する部分にあたる。

このことから，集水性のよい縦新群が凹型の地形(図わであるという理由の誌かにも，経錐と

の選移地警でおるという理由が考えられよう o

2つめは，土壌の活動震である。牧田ほか (1990) は ブナ林系の森林に共通する立地条件と

して程度の差はあるが問者であるj と述べている。現地調査では Loc.1，特にLoc.3におい

て滑落崖上にもブナの分容がみちれた。これは，それらの靖落産が‘ブナ生育に適する地形の活

動度'をもっているということであろう。つまり Loc.3の謂落量は 謹錐や崩壊地と比べて大型

の磯などの移動がなく安定した土壊状態であると考えちれる。しかしながち，

に大川上流部2地点にみられるブナは，ほとんど全ての国体において袈の一部が地表に露出し

ていた。斜面変化は斜面上の物質の移動という問題と同義(吉永， 1992)で島る。このことから，

ブナの生育に適する場所ではソイルクリ…ブのような斜面表層部の物質移動が随時発生している

られる。これらのことは一見矛盾しているようにも思えるのだが， ここでいう f安定j と

は，岩盤クワープなどの大規模な物質移動がみられないということを意味している。つまり，ブ

ナ生育地の状況かち考察した ri議授な誇11itlJとは 地形全体に影響を与える岩盤クリーブ等の削

剥ではなく，地形表層部分におけるソイルクリープ等の割弱を指す。

以上，今回の調査で明らかとなっ の分事と地すべり地影の関係について，図8に示した。

V 結論と今後の課題

微地形スケールで植生分布を調査した結果，ブナをはじめとする構生の分惑とは，徴地形スケー

んでの環境要因および土壌の活動度などが深く関与しているということが分かった。

しかし，今回の調査ではブナ生育に過する(あるいは適さない)土壌水分畿の測定がなされて

おらず，地すべり地形内におけるブナの生育条件について具体的に明らかにすることはできなかっ

た。今後ブナの生育条持について呉体的に明らかにしていくためには 今回のような地形・植生

の調査に加えて，さまざまな気象条件下での土壌水分の測定を行うことが必瞭である。

以上のように，植生分惑の条許を明ちかにするためには 対象地域について環境要因をはじめ

土壌・地質など，あちゆる揺かち総合的にみていくことが必要である。このような「地質・地形・

土壌・植生を一連のつながりとして把握Jする方法i之小泉(1993) ちによってすでに紹介され

ている。今後は，このような方法によって各調査地域を総合的に把握し 総合的にみた地域同土

を比較して共通点や相瀧点後探っていくことが必要であろう。
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*1 某準となる線を引き，そこかも左右並行に線をとり，その範囲内

調査を行う調査方法。

る対象物に対して

本2 B神山地の滑落崖には通常，ヒメシャブシ・タニウツギなどの低木林や 大型の革本からな

る高茎草本群落，ナルコスゲ群落，タヌキラン群落などがみられると言われている(西日癌村「白

神ビジターセンタ…J)。
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